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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年２月期第２四半期 1,980 11.7 58 5.3 57 4.9 27 △20.1

2022年２月期第２四半期 1,773 △4.2 55 △73.2 54 △73.3 34 △72.9

（注）包括利益 2023年２月期第２四半期 27百万円（△20.1％） 2022年２月期第２四半期 34百万円（△72.9％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年２月期第２四半期 1.98 －

2022年２月期第２四半期 2.49 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年２月期第２四半期 3,672 2,821 76.8

2022年２月期 3,756 2,857 76.1

（参考）自己資本 2023年２月期第２四半期 2,821百万円 2022年２月期 2,857百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年２月期 － 0.00 － 5.00 5.00

2023年２月期 － 0.00

2023年２月期（予想） － 5.00 5.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,000 10.6 0 △100.0 0 △100.0 0 － 0.00

１．2023年２月期第２四半期の連結業績（2022年３月１日～2022年８月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

　（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2023年２月期の連結業績予想（2022年３月１日～2023年２月28日）

　（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年２月期２Ｑ 14,037,000株 2022年２月期 14,037,000株

②  期末自己株式数 2023年２月期２Ｑ 7,296株 2022年２月期 12,296株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年２月期２Ｑ 14,015,900株 2022年２月期２Ｑ 14,000,084株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束するものではありません。また、実際の業績等は様々

な要因により大きく異なる可能性があります。業績予測の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事

項については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に

関する説明」をご覧ください。

　決算補足説明資料はＴＤｎｅｔ及び当社ウェブサイトで同日開示しています。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響が続くなか、活動制限の緩和

により消費活動が徐々に正常化に向かう一方、ロシア・ウクライナ情勢に起因する世界的なエネルギー価格の高騰や

急激な円安による為替相場の変動など、景気の先行きは依然として不透明な状況が続いております。

　このような環境の中、当社グループは、「ファッションにエンタテイメントを」を理念とし、オリジナルバッグ・

財布等の提供を通じて「お客様に非日常のワクワク感を提供すること」を目指し、引続き販売促進費への投資やＳＮ

Ｓ活動の強化等を行っております。また、店舗とECのOMOを実現し、当社が展開する各ブランド価値の更なる向上、

顧客サービスの強化、売上及び利益の一層の拡大を図るべく、ATAO（アタオ）、IANNE（イアンヌ）、ILEMER（イル

メール）、StrawberryMe（ストロベリーミー）、Atelier Atao（アトリエアタオ）のオンラインサイトが集積したモ

ール型の新ECサイト「ATAOLAND＋（アタオランドプラス）」を2022年５月にオープンし、同年８月以降に同ECサイト

に係るプロモーションを本格化しております。加えて、キャラクターブランドであるILEMERのブランド価値向上のた

めの投資を継続し、サプライズ・ハッピードールの関連商品等の拡充を図るとともに、新たに玩具類及びオリジナル

スイーツに関する同ブランドのライセンス商品の展開を開始しております。

　その結果、当第２四半期連結累計期間の販売業態別の売上高は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う影響

の低減等により店舗販売が824,276千円（前年同四半期比29.3％増）となりました。また、ATAOLAND＋への移行に伴

う旧ECサイトに係る販売促進費のコントロールや前第２四半期連結累計期間に実施したILEMERブランドに係るTVCMを

含むプロモーションの反動減等があった一方、収益認識会計基準等の適用等の影響によりインターネット販売が

1,123,200千円（同2.2％増）となりました。

　以上により、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高が1,980,854千円（前年同四半期比11.7％増）となり、

ILEMERブランドに係る販売促進費のコントロール等を行った一方、ATAOLAND＋への移行に伴う新ECサイトに係るプロ

モーションの強化等により、営業利益58,277千円（同5.3％増）、経常利益57,402千円（同4.9％増）、親会社株主に

帰属する四半期純利益27,800千円（同20.1％減）となりました。

　なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年3月31日）等を第1四半期連結会計期間の期首

から適用しております。詳細については、「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関す

る注記事項（会計方針の変更）」をご参照ください。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

　当第２四半期連結会計期間末の資産については、総資産は3,672,615千円であり、前連結会計年度末と比較して

84,370千円減少しております。主な要因は、商品が162,083千円増加した一方、現金及び預金が75,860千円、売掛

金が188,218千円減少したことであります。

　負債につきましては、負債合計は851,612千円であり、前連結会計年度末と比較して48,047千円減少しておりま

す。主な減少要因は、長期借入金が101,440千円、買掛金が24,245千円減少したことであります。

　純資産は2,821,002千円であり、前連結会計年度末と比較して36,323千円減少しております。主な減少要因は、

利益剰余金が42,323千円減少したことであります。

②キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、2,040,290千円となり、前連結会計年度末より

75,860千円減少いたしました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果獲得したキャッシュ・フローは150,887千円(前年同四半期は54,439千円の使用)となりました。

これは主に、棚卸資産の増加額162,083千円による資金の減少があった一方、税金等調整前四半期純利益59,848千

円の計上、売上債権の減少額188,218千円による資金の増加があったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用したキャッシュ・フローは50,907千円(前年同四半期比44,904千円の増加)となりました。こ

れは主に、有形固定資産の取得による支出27,441千円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用したキャッシュ・フローは175,841千円(前年同四半期比10,302千円の減少)となりました。

これは主に、長期借入金の返済による支出106,930千円によるものであります。

- 2 -

株式会社スタジオアタオ（3550） 2023年２月期　第２四半期決算短信



（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2023年２月期の連結業績予想につきましては、2022年４月13日に公表いたしました業績予想から変更点はありま

せん。なお、当連結会計年度の期首から「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）

等を適用しており、前連結会計年度については、同基準等を遡及適用しておりませんが、重要な影響はないものと

判断しております。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,116,151 2,040,290

売掛金 407,290 219,072

商品 499,742 661,825

その他 69,406 76,753

流動資産合計 3,092,591 2,997,941

固定資産

有形固定資産 160,978 182,937

無形固定資産 3,562 9,243

投資その他の資産 499,853 482,493

固定資産合計 664,395 674,674

資産合計 3,756,986 3,672,615

負債の部

流動負債

買掛金 49,316 25,071

１年内返済予定の長期借入金 211,637 206,147

未払法人税等 12,156 38,684

ポイント引当金 23,551 2,077

その他 116,771 188,352

流動負債合計 413,433 460,332

固定負債

長期借入金 441,440 340,000

退職給付に係る負債 19,550 21,621

資産除去債務 25,236 29,658

固定負債合計 486,226 391,280

負債合計 899,660 851,612

純資産の部

株主資本

資本金 398,961 398,961

資本剰余金 388,961 394,699

利益剰余金 2,069,740 2,027,417

自己株式 △338 △76

株主資本合計 2,857,326 2,821,002

純資産合計 2,857,326 2,821,002

負債純資産合計 3,756,986 3,672,615

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2021年３月１日
　至　2021年８月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2022年３月１日

　至　2022年８月31日)

売上高 1,773,689 1,980,854

売上原価 656,040 593,616

売上総利益 1,117,648 1,387,237

販売費及び一般管理費

販売促進費 398,576 374,060

販売手数料 － 335,307

支払手数料 181,384 139,290

その他 482,345 480,301

販売費及び一般管理費合計 1,062,306 1,328,960

営業利益 55,341 58,277

営業外収益

受取家賃 480 300

法人税等還付加算金 570 －

その他 72 84

営業外収益合計 1,122 384

営業外費用

支払利息 1,733 1,260

営業外費用合計 1,733 1,260

経常利益 54,731 57,402

特別利益

投資有価証券売却益 2,723 －

助成金収入 9,400 2,445

特別利益合計 12,123 2,445

特別損失

店舗休業損失 9,801 －

特別損失合計 9,801 －

税金等調整前四半期純利益 57,052 59,848

法人税、住民税及び事業税 22,740 31,820

法人税等調整額 △484 227

法人税等合計 22,256 32,047

四半期純利益 34,796 27,800

親会社株主に帰属する四半期純利益 34,796 27,800

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2021年３月１日
　至　2021年８月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2022年３月１日

　至　2022年８月31日)

四半期純利益 34,796 27,800

四半期包括利益 34,796 27,800

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 34,796 27,800

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

- 6 -

株式会社スタジオアタオ（3550） 2023年２月期　第２四半期決算短信



（単位：千円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2021年３月１日
　至　2021年８月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2022年３月１日

　至　2022年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 57,052 59,848

減価償却費 13,094 21,471

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 2,758 2,071

ポイント引当金の増減額（△は減少） △301 82

支払利息 1,733 1,260

助成金収入 △9,400 △2,445

売上債権の増減額（△は増加） 211,873 188,218

棚卸資産の増減額（△は増加） △224,280 △162,083

仕入債務の増減額（△は減少） △52,806 △24,245

未払金の増減額（△は減少） △137,215 53,867

その他の資産の増減額（△は増加） 20,287 31,101

その他の負債の増減額（△は減少） △4,302 △13,149

その他 △2,711 18

小計 △124,218 156,016

利息及び配当金の受取額 12 12

利息の支払額 △1,741 △1,260

助成金の受取額 9,400 2,445

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 62,108 △6,326

営業活動によるキャッシュ・フロー △54,439 150,887

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △6,169 △27,441

無形固定資産の取得による支出 － △8,150

差入保証金の差入による支出 △2,000 △13,860

その他 2,167 △1,456

投資活動によるキャッシュ・フロー △6,002 △50,907

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △117,293 △106,930

配当金の支払額 △68,850 △68,911

財務活動によるキャッシュ・フロー △186,143 △175,841

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △246,585 △75,860

現金及び現金同等物の期首残高 2,348,216 2,116,151

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,101,630 2,040,290

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又

はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。収益認識会計基準等の適用に

よる主な変更点は、以下のとおりであります。

　①本人取引に係る収益認識

　当社グループの取引先の一部である百貨店及びインターネット販売に係る株式会社デジサーチアンドアドバタイジ

ングに対する消化卸方式に基づく収益については、従来は卸売先から受け取る対価の額を収益として認識しておりま

したが、顧客への財又はサービスの提供における役割（本人又は代理人）を判断した結果、一般顧客に対する販売価

額を収益として認識する方法に変更しております。

　②自社ポイント制度に係る収益認識

　当社グループにおいては、独自のポイント制度を導入しており、顧客に対して当社商品の購入等に応じてポイント

を付与しております。従来は付与したポイントの利用に備えるため、将来利用されると見込まれる額をポイント引当

金として計上しておりましたが、付与したポイントを履行義務として識別し、取引価格の配分を行い、契約負債とし

て流動負債の「その他」に計上する方法に変更しております。なお、ポイントの付与による履行義務は、ポイント利

用に応じて充足されると判断して収益を認識しております。また、従来はポイント引当金繰入額を販売費及び一般管

理費として計上しておりましたが、売上高から控除する方法に変更しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連結

会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高が334,952千円増加するとともに、販売費及び一般管理費が同額増

加し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。また、利益剰余金の当期首残

高に与える影響はありません。

　なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間について新たな

表示方法により組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企

業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計等が定める新たな

会計方針を、将来にわたって適用しております。なお、この適用による四半期連結財務諸表への影響はありません。

- 8 -

株式会社スタジオアタオ（3550） 2023年２月期　第２四半期決算短信



（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する会計上の見積り）

　前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）に記載した、新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する会計

上の見積りについて、重要な変更はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2021年３月１日　至　2021年８月31日）

　当社グループの事業セグメントは、ファッションブランドビジネス事業のみの単一セグメントであるため、

記載を省略しております。

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2022年３月１日　至　2022年８月31日）

　当社グループの事業セグメントは、ファッションブランドビジネス事業のみの単一セグメントであるため、

記載を省略しております。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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